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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

5/26現在 

父島 

88.7/100 

母島  

100/100 

 

4 月気象状況    （父島） 

最高気温   23.5℃ 

最低気温   18.9℃ 

平均気温   21.0℃ 

平均湿度   78％ 

月降水量   71mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（5/1） 

             2,627人 

             父島      母島                

  人口      2,155人   472人 

  世帯      1,238    270 

                                               

  
ＮＯ．674 

平成 29年(2017) 

6/1(木) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 
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昨
年
５
月
か
ら
小
笠
原
で
は
少
雨
が
続
き
、
様
々

な
渇
水
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
先
月
後
半

に
降
り
始
め
か
ら
１
０
０
ミ
リ
を
超
え
る
ま
と
ま
っ

た
降
雨
が
あ
り
、
ダ
ム
貯
水
率
は
母
島
で
１
０
０
％

に
、
父
島
で
も
80
％
を
超
え
る
ま
で
に
回
復
し
ま
し

た
。
ダ
ム
貯
水
率
が
回
復
し
た
こ
と
に
伴
い
、
５
月

24
日
に
全
て
の
制
限
給
水
を
解
除
し
ま
し
た
。
大
村

海
岸
や
母
島
脇
浜
等
に
あ
る
公
共
施
設
の
シ
ャ
ワ
ー

に
つ
き
ま
し
て
も
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

父
島
で
は
制
限
給
水
が
約
半
年
間
、
母
島
で
は
約

４
か
月
間
続
き
ま
し
た
が
、皆
様
に
は
長
期
に
渡
り
、

節
水
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

小
笠
原
で
は
水
は
貴
重
な
資
源
で
す
。
今
後
も
水

道
の
使
用
に
際
し
て
は
節
水
の
心
が
け
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

２
―
３
１
１
６ 

母
島
支
所 

３
―
２
１
１
１ 

 

     

平
成
30
年
度
か
ら
小
学
校
で
使
用
す
る
「
特
別
の

教
科 

道
徳
」の
教
科
書
の
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

村
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

【
展
示
期
間
】
６
月
２
日
（
金
）
～
７
月
５
日
（
水
） 

※
父
島
・
母
島
と
も
に
土
日
・
祝
日
を
除
く 

【
展
示
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分
ま
で 

※
母
島
は
正
午
～
午
後
１
時
30
分
ま
で
を
除
く 

【
展
示
場
所
】 

《
父
島
》
村
役
場
ホ
ー
ル 

《
母
島
》
母
島
支
所
ホ
ー
ル 

 
●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

２
―
３
１
１
７ 

      

心
身
と
も
に
健
康
な
児
童
・
生
徒
の
育
成
の
た
め

地
域
学
校
保
健
委
員
会
で
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。

今
年
度
の
内
容
は
、
海
で
の
事
故
防
止
や
海
で
の
安

全
な
過
ご
し
方
に
つ
い
て
で
す
。
保
護
者
、
地
域
の

皆
様
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

【
日
時
】
６
月
８
日(

木)

午
後
４
時
～
５
時 

【
場
所
】
小
笠
原
小
中
学
校 

体
育
館 

【
講
師
】
パ
パ
ス
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ 

星
野 

 

修
氏 

【
テ
ー
マ
】「
楽
し
く
快
適
な
海
の
過
ご
し
方
」 

【
参
加
費
】
無
料 

【
申
し
込
み
】
不
要 

 
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校 

２
―
２
０
１
２

       

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会
で
は
、
島
民

の
皆
様
に
よ
り
多
く
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を
ご
購

入
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の

即
売
会
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
購
入

く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
６
月
11
日
（
日
）
午
後
５
時
～
（
売
り
切 

れ
次
第
終
了
） 

【
場
所
】
Ｊ
Ａ
父
島
支
店
農
産
物
観
光
直
売
所
駐
車 

場 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会 

（
産
業
観
光
課
内
） 

２
―
３
１
１
４ 

        

今
年
も
、
小
笠
原
諸
島
の
日
本
復
帰
を
記
念
し
た

父
島
返
還
祭
を
実
施
し
ま
す
。 

 

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
夜
店
の
出
店
を
行
い
ま
す

の
で
、
皆
様
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

 
 【

日
時
】
６
月
24
日
（
土
）
午
後
５
時
～
※
雨
天
中 

止 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

 

      

【
実
施
日
程
】
６
月
８
日
（
木
） 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
午
後
９
時 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

     

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
６
月
23
日
（
金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午
（
１
件
あ
た
り
概

ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付
番
号 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
相
談
電
話
番
号 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

 
制
限
給
水
を
す
べ
て 

解
除
し
ま
し
た 

 

 

小
学
校
教
科
用
図
書
見
本
展
示
会 

  

地
域
学
校
保
健
委
員
会
講
演
会
の 

実
施
に
つ
い
て 

    

 

小
笠
原
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ 

即
売
会
２
０
１
７ 

   

父
島
返
還
祭 

 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

   

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

  

みなさまの節水へのご協力に 

感謝いたします。 
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東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
※
予
約
が
必
要
で
す
。） 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

無
料
法
律
相
談
（
１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
６
月
19
日
（
月
）
午
後
５
時
～
７
時 

《
場
所
》
村
役
場 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
19
日
（
月
）
午
前
10
時
30
分
～
午

後
０
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
予
約
受
付
時
間
】 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
土
、
日
、
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除

く
） 

 

●
予
約
・
問
合
せ
先 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

      

小
笠
原
諸
島
近
海
に
お
け
る
地
震
に
よ
る
津
波
の

到
達
時
間
は
地
震
発
生
か
ら
20
分
程
度
で
あ
り
、
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
身
近
な
高
台
に
迅
速
に
避

難
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
近
地
地
震
に

よ
る
津
波
避
難
の
具
体
的
な
訓
練
を
計
画
し
て
村
民

の
安
全
確
保
に
つ
な
げ
る
た
め
、
近
地
地
震
津
波
避

難
の
検
証
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は

村
役
場
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
７
月
５
日
（
水
）
午
前
10
時
15
分
こ
ろ 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
の
児
童
遊
戯
広
場
・
大
村
海

岸 

【
対
象
】
子
供
連
れ
の
家
族
（
10
家
族
ほ
ど
） 

【
内
容
】
防
災
行
政
無
線
に
よ
り
訓
練
用
の
緊
急
地

震
速
報
を
流
し
ま
す
。
放
送
確
認
後
に
各
自
速
や
か

に
身
近
な
高
台
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、

大
神
山
公
園
に
戻
っ
て
い
た
だ
き
、
簡
単
な
意
見
交

換
を
行
い
ま
す
。 

【
締
切
】
６
月
21
日
（
水
） 

 

●
問
合
せ
先 

村
役
場
総
務
課 

２
―
３
１
１
１ 

     

認
定
農
業
者
制
度
・
認
定
就
農
者
制
度
と
は
、
農

業
で
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
す
る
農
業
者
や
こ
れ
か
ら

新
た
に
就
農
し
よ
う
と
す
る
方
が
立
て
た
計
画
を
市

町
村
が
認
定
し
、
そ
の
計
画
の
実
現
に
向
け
た
農
業

者
・
就
農
者
の
取
り
組
み
を
、
関
係
機
関
・
団
体
が

連
携
し
て
支
援
し
て
い
く
制
度
で
す
。 

 

農
業
経
営
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
意
欲
・
新
た
に

農
業
経
営
を
営
も
う
と
す
る
意
欲
が
あ
り
、
自
ら
作

成
す
る
「
農
業
経
営
改
善
計
画
」・「
青
年
等
就
農
計

画
」
が
村
の
農
業
基
本
構
想
に
即
し
て
い
る
方
で
あ

れ
ば
、
誰
で
も
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 ◎

農
業
経
営
改
善
計
画
・
青
年
等
就
農
計
画
申
請
受

付 【
提
出
期
限
】
７
月
14
日
（
金
） 

【
提
出
先
】
村
役
場
産
業
観
光
課
ま
た
は
母
島
支
所 

 

◎
農
業
経
営
改
善
計
画
書
・
青
年
等
就
農
計
画
書
記

入
相
談
に
つ
い
て 

 

認
定
農
業
者
・
認
定
就
農
者
の
申
請
に
必
要
な
要

件
や
提
出
書
類
の
書
き
方
に
つ
い
て
、
個
別
に
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
み
先
】
村
役
場
産
業
観
光
課 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

２
―
３
１
１
４ 

  

◎
保
険
税
の
軽
減
に
つ
い
て 

国
民
健
康
保
険
税
に
は
、
低
所
得
世
帯
や
中
間
所

得
世
帯
を
対
象
に
、
世
帯
主
お
よ
び
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
方
の
所
得
の
合
計
額
が
一
定
の
所

得
よ
り
少
な
い
世
帯
に
つ
い
て
は
、
納
税
の
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
軽
減
措
置
が
あ
り
ま

す
。 小

笠
原
村
で
は
、
均
等
割
と
平
等
割
に
つ
い
て
７

割
、
５
割
、
２
割
の
軽
減
が
あ
り
ま
す
。 

軽
減
制
度
は
、
申
請
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、所
得
の
申
告
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

軽
減
制
度
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
世
帯
主
及
び
国
民

健
康
保
険
の
加
入
者
全
員
が
申
告
を
済
ま
せ
て
い
る

世
帯
に
限
ら
れ
ま
す
。 

一
人
で
も
未
申
告
者
が
い
る
と
軽
減
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
収
入
が
な
い
方
で
も
所
得

の
申
告
は
必
ず
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
軽
減
判
定
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

な
い
世
帯
主
の
所
得
も
含
め
て
判
定
し
ま
す
。（
保
険

税
の
計
算
に
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な

い
世
帯
主
の
所
得
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。） 

 

◎
倒
産
・
解
雇
や
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
を
さ

れ
た
方
へ
の
保
険
税
軽
減 

非
自
発
的
失
業
者
の
方
は
申
請
の
手
続
き
を
す
る

と
、
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

 

【
対
象
者
】 

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、  

 (
１) 

雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
（
倒
産
・
解

雇
な
ど
に
よ
る
離
職
。
離
職
理
由
コ
ー
ド 

11
、
12
、

21
、
22
、
31
、
32
の
方
） 

 (

２) 
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者（
雇
い
止
め

な
ど
に
よ
る
離
職
。
離
職
コ
ー
ド
が
23
、
33
、
34 

の
方
） 

た
だ
し
、
特
例
受
給
資
格
者
、
高
年
齢
受
給
資
格

者
は
、
右
記
の
離
職
コ
ー
ド
で
あ
っ
て
も
対
象
外
で

す
。
※
特
例
受
給
資
格
者
証
の
右
上
に
は
「
特
」
と
、

高
年
齢
受
給
資
格
者
証
の
右
上
に
は
「
高
」
と
表
記

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

【
申
請
場
所
】
村
民
課
住
民
係
ま
た
は
、
母
島
支
所 

【
持
参
す
る
も
の
】「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」、

印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

     

平
成
26
年
４
月
に
実
施
し
た
消
費
税
率
引
上
げ

に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
所
得
の
少
な
い
方

に
対
し
、
制
度
的
な
対
応
を
行
う
ま
で
の
間
の
、
暫

定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。 

 

【
支
給
対
象
者
】
平
成
28
年
度
の
住
民
税
が
課
税
さ

れ
て
い
な
い
方 

※
た
だ
し
、
住
民
税
に
お
い
て
課
税
者
の
扶
養
親
族

に
な
っ
て
い
る
方
や
、
生
活
保
護
の
受
給
者
で
あ
る

方
な
ど
は
対
象
外
で
す
。 

【
支
給
額
】
対
象
者
一
人
に
つ
き
、
１
万
５
千
円 

【
申
請
先
】
基
準
日
（
平
成
28
年
１
月
１
日
）
に
お

い
て
住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
町
村 

※
小
笠
原
村
で
は
、
６
月
上
旬
に
支
給
対
象
と
み
ら

れ
る
方
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。 

【
申
請
手
続
】
申
請
書
が
届
き
ま
し
た
ら
次
の
書
類

な
ど
を
持
参
し
、
村
役
場
村
民
課
ま
た
は
母
島
支
所

に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
来
庁
し
て
の
申

請
が
困
難
な
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

支
給
日
に
つ
い
て
は
、
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

《
申
請
に
必
要
な
も
の
》 

・
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）
申
請
書 

・
支
給
対
象
者
全
員
の
本
人
確
認
書
類 

・
シ
ャ
チ
ハ
タ
以
外
の
印
鑑 

・
申
請
者
名
義
の
振
込
先
口
座
が
わ
か
る
も
の 

 
東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る 

法
律
相
談 

   

近
地
地
震
津
波
の
避
難
検
証 

参
加
者
募
集 

  

 

認
定
農
業
者
制
度
・
認
定
就
農
者 

制
度
の
申
請
受
付 

   

 

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て 

 

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
） 

の
お
知
ら
せ 
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【
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難
し
て
い
る
方

に
つ
い
て
】 

給
付
金
の
対
象
者
に
該
当
す
る
方
の
う
ち
、
配
偶

者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難
し
て
い
る
方
で
、
事

情
に
よ
り
、
基
準
日
時
点
で
現
在
の
居
住
地
に
住
民

登
録
が
な
い
方
は
、
事
前
申
出
の
手
続
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
居
住
地
で
給
付
金
支
給
の
申
請
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

小
笠
原
村
内
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

た
だ
し
、
事
前
申
出
を
行
っ
た
際
に
、
す
で
に
配

偶
者
等
が
代
理
申
請
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
申
出

を
行
っ
た
方
へ
の
給
付
金
の
支
給
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

厚
生
労
働
省
相
談
窓
口
（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
） 

０
５

７
０
―
０
３
７
―
１
９
２ 

   

現
在
東
町
で
進
め
て
い
る
道
路
改
修
工
事
に
よ
り

発
生
し
た
レ
ン
ガ
を
希
望
者
に
配
布
し
ま
す
。 

レ
ン
ガ
受
取
り
後
、
不
要
に
な
っ
た
際
の
処
分
な

ど
に
つ
い
て
注
意
点
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
建
設
水
道
課
に
必
要
数
量
な
ど
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。 

  

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

２
―
３
１
１
５ 

     

小
笠
原
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
ベ
ル
マ
ー
ク

を
集
め
て
学
校
に
必
要
な
教
材
備
品
を
整
備
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ベ
ル
マ
ー
ク
ま
た
は
使
用
済
み
イ
ン
ク
ト
ナ
ー
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
（
キ
ャ
ノ
ン
・
エ
プ
ソ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー

各
社
純
正
品
の
み
）
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
回
収
に
ご

協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
回
収
箱
設
置
場
所
】 

○
小
笠
原
小
中
学
校
各
玄
関 

○
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

○
村
役
場
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校 

 

２
―
２
０
１
２ 

 
 
 
 
 
 

小
笠
原
中
学
校 

 

２
―
２
５
０
２ 

   

平
成
26
年
夏
に
約
70
年
ぶ
り
の
デ
ン
グ
熱
の
国

内
発
生
や
、
昨
年
、
中
南
米
で
流
行
し
た
ジ
カ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
等
、
蚊
が
媒
介
す
る
感
染
症
が
世
界
的

に
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
蚊
が
媒
介
す
る
感
染
症

の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら

皆
さ
ん
や
施
設
の
管
理
者
が
蚊
の
発
生
を
抑
制
す
る

と
と
も
に
、
蚊
に
さ
さ
れ
な
い
よ
う
な
対
策
が
必
要

で
す
。 

皆
さ
ん
で
協
力
し
、
身
の
ま
わ
り
の
蚊
の
発
生
防

止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

        

蚊
の
防
除
の
ポ
イ
ン
ト 

【
幼
虫
対
策
】
不
要
な
た
ま
り
水
を
な
く
そ
う
！ 

例
：
植
木
鉢
の
受
け
皿
、
空
き
缶
、
古
タ
イ
ヤ 

【
成
虫
対
策
】 

①
や
ぶ
や
草
む
ら
は
定
期
的
に
手
入
れ
を
！ 

②
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
虫
よ
け
の
活
用
を
！ 

 

●
問
合
せ
先 

 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

     

母
島
で
の
シ
ロ
ア
リ
対
策
の
た
め
、
村
条
例
に
よ

り
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
生
息
域
で
育
成
や
保
管
さ
れ
た
土

つ
き
苗
の
持
込
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
通
販
な
ど
に
よ
る
購
入
も
同
様
で
す
。 

な
お
、
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
の
生
息
域
は
関
東
以
南
～

沖
縄
、
父
島
な
ど
に
な
り
ま
す
が
、
近
年
、
一
部
の

関
東
北
部
に
も
生
息
域
が
拡
大
し
て
い
ま
す
の
で
、

購
入
前
に
村
役
場
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、母
島
へ
の
あ
ら
ゆ
る
貨
物
の
輸
送
に
際
し
、

イ
エ
シ
ロ
ア
リ
の
付
着
が
無
い
こ
と
の
確
認
な
ど
も

条
例
で
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
羽
ア
リ
が
飛
ぶ
今
の

時
期
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。 

母
島
行
き
の
荷
物
で
、
苗
木
、
羽
ア
リ
の
羽
が
付

着
し
て
い
る
物
や
、
シ
ロ
ア
リ
被
害
の
あ
る
木
材
な

ど
を
見
か
け
た
ら
、
す
ぐ
に
村
役
場
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

条
例
の
詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
ら
れ
ま
す
。 

 

シ
ロ
ア
リ
条
例 

 
 
 
 
 

検
索 

  

【
母
島
固
有
の
自
然
を
守
る
た
め
に
も
】 

 
内
地
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
土
つ
き
苗
に
は
、
イ
エ

シ
ロ
ア
リ
以
外
に
も
様
々
な
外
来
種
が
潜
ん
で
い
る

こ
と
が
こ
れ
ま
で
に
分
か
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
ア

リ
や
プ
ラ
ナ
リ
ア
は
、
母
島
に
残
る
固
有
の
マ
イ
マ

イ
に
被
害
を
与
え
る
リ
ス
ク
が
強
く
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。 

母
島
の
希
少
な
生
態
系
を
守
る
た
め
に
も
、
皆
様

の
ご
理
解
、
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 

環
境
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

   

◎
介
護
福
祉
士 

【
募
集
人
数
】
２
名 

【
応
募
資
格
】
昭
和
33
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

介
護
福
祉
士
資
格
を
有
し
て
い
る
方 

【
配
属
先
】
有
料
老
人
ホ
ー
ム
太
陽
の
郷 

【
申
込
締
切
】
７
月
31
日
（
月
） 

【
試
験
日
】
８
月
26
日
（
土
） 

【
採
用
予
定
】
平
成
29
年
９
月
以
降 

 

◎
理
学
療
法
士 

【
募
集
人
数
】
１
名 

【
応
募
資
格
】
昭
和
33
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

理
学
療
法
士
免
許
を
有
し
て
い
る
方 

【
配
属
先
】
小
笠
原
村
診
療
所 

【
申
込
締
切
】
８
月
31
日
（
木
） 

【
試
験
日
】
９
月
16
日
（
土
） 

【
採
用
予
定
】
平
成
29
年
10
月
以
降 

 

◎
薬
剤
師 

【
募
集
人
数
】
１
名 

【
応
募
資
格
】
昭
和
33
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

薬
剤
師
免
許
を
有
し
て
い
る
方 

【
配
属
先
】
小
笠
原
村
診
療
所 

【
申
込
締
切
】
８
月
31
日
（
木
） 

【
試
験
日
】
９
月
16
日
（
土
） 

【
採
用
予
定
】
平
成
30
年
４
月
以
降 

 

※
詳
し
く
は
試
験
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
試
験
要

項
は
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

 

 

レ
ン
ガ
の
配
布
に
つ
い
て 

  

ベ
ル
マ
ー
ク
お
よ
び
使
用
済
み 

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
回
収 

 

６
月
は
蚊
の
発
生
防
止
強
化
月
間 

 

 

母
島
へ
の
苗
木
持
込
制
限
に つ

い
て 

  

 

小
笠
原
村
職
員
募
集 

  

蚊をなくして 

安全安心 



  NO．674    平成 29（2017）年 6 月 1 日（木）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-6- 

   

【
採
用
（
主
事
級
）】 

 

６
月
１
日
付 

 

村
民
課
付
（
母
島
保
育
園
） 

 
 

稲
川 

雅
敏
〔
保
育
士
〕 

【
退
職
】《 

》
内
は
旧
所
属 

５
月
31
日
付 

 
 

堀
江 

紀
子
〔
保
育
士
〕《
村
民
課
福
祉
係
（
母

島
保
育
園
）》 

 
 

山
田 

拡
晶
〔
介
護
福
祉
士
〕《
医
療
課
診
療
所

係
（
太
陽
の
郷
）》 

       

平
成
29
年
春
の
褒
章
（
消
防
関
係
）
に
お
い
て
、

父
島
の
村
井
德
資
朗
さ
ん
が
紅
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
村
井
さ
ん
は
昨
年
、
福
岡
県
内
の
海
岸
で

離
岸
流
に
流
さ
れ
て
い
た
女
児
を
救
助
し
、
自
己
の

危
険
を
顧
み
ず
に
人
命
救
助
に
尽
力
し
た
と
し
て
５

月
16
日
に
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

    

防
衛
施
設
の
設
置
又
は
運
用
に
よ
っ
て
生
ず
る

様
々
な
障
害
や
周
辺
地
域
に
お
け
る
生
活
環
境
や
周

辺
地
域
の
開
発
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
「
特
定
防

衛
施
設
」
を
有
す
る
自
治
体
に
お
い
て
、
公
共
用
の

施
設
の
整
備
又
は
そ
の
地
域
の
生
活
環
境
の
改
善
、

開
発
の
円
滑
な
実
施
に
寄
与
す
る
事
業
に
対
し
、「
防

衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
い
て
支
払
わ
れ
る
交
付
金
で
す
。 

小
笠
原
村
で
は
硫
黄
島
飛
行
場
が
「
特
定
防
衛
施

設
」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
村
民
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
運
営
事
業
に
対
し
、
本
交
付
金
を
活
用
し
て

い
ま
す
。 

事
業
内
容
、
交
付
額
な
ど
に
つ
い
て
は
村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
財
政
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

         

【
日
時
】
６
月
12
日
（
月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、

離
職
、
解
雇
な
ど
） 

 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
等

は
、
電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

２
―
２
１
０
２ 

            
 

 

今
年
も
労
働
保
険
の
年
度
更
新
の
時
期
と
な
り
ま

し
た
。
昨
年
度
ま
で
に
労
働
保
険
の
手
続
き
を
お
済

み
の
事
業
主
あ
て
に
、
年
度
更
新
の
書
類
一
式
を
送

付
し
て
い
ま
す
。（
労
働
保
険
事
務
組
合
（
小
笠
原
村

商
工
会
等
）
に
事
務
委
託
し
て
い
る
事
業
主
除
く
。） 

 

期
日
の
７
月
10
日
（
月
）
ま
で
に
、
申
告
書
の
提

出
及
び
保
険
料
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。（
事
業
所

移
転
等
の
理
由
に
よ
り
、
年
度
更
新
の
書
類
が
届
い

て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
労
働
主
査
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。） 

 

※
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
労
働
保

険
に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
農
林
水
産
の
一

部
の
事
業
は
除
く
）。労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
労
働
保
険
の
手
続
を
し
て
い
な
い
事

業
主
は
、
早
急
に
手
続
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

２
―
２
１
０
２ 

   

   

◎
ビ
ー
デ
祭
（
文
化
祭
） 

【
日
時
】
６
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

30
分 

【
場
所
】
小
笠
原
高
等
学
校 

【
内
容
】
本
校
生
徒
に
よ
る
模
擬
店
、
展
示
、
ス
テ

ー
ジ
発
表 

 
 

【
そ
の
他
】
駐
車
場
及
び
駐
輪
場
は
十
分
に
あ
り
ま

せ
ん
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
車
両
・
二
輪
車
で

の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
立
小
笠
原
高
等
学
校 

２
―
２
３
４
６ 

     

【
試
験
日
時
】
６
月
21
日
（
水
）
午
前
９
時
～ 

【
申
込
締
切
】
６
月
20
日
（
火
）
午
後
５
時 

※
申
込
書
は
警
察
署
お
よ
び
母
島
駐
在
所
に
準
備

し
て
あ
り
ま
す
。 

【
試
験
場
所
】
小
笠
原
警
察
署 

《
学
科
試
験
合
格
者
に
つ
い
て
》 

 

実
技
講
習
を
７
月
15
日
に
奥
村
交
流
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

２
―
２
１
１
０ 

 

 
村
役
場
人
事
異
動 

    

村
井
德
資
朗
さ
ん 

 

紅
綬
褒
章
を
受
章 

   

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

 

 

労
働
保
険 

年
度
更
新 

 

 

小
笠
原
高
等
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ 

  

原
付
免
許
学
科
試
験 

 

 

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付

金
事
業
に
つ
い
て 
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【
テ
ー
マ
】「
子
ど
も
の
発
達
障
害
と
は
―
特
徴
と
対

応
の
理
解
―
」 

【
講
師
】
松
田 
博
雄
氏
（
東
京
都
母
子
保
健
運
営

協
議
会
委
員
・
医
師
） 

【
日
時
】 

《
母
島
》
７
月
６
日
（
木
）
午
後
３
時
30
分
～
５
時 

 
 

《
父
島
》
７
月
８
日
（
土
）
午
後
３
時
30
分
～
５
時 

  

【
場
所
】 

《
母
島
》
村
役
場
母
島
支
所 

《
父
島
》
保
健
所 

 

【
申
込
方
法
】
６
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
、
保
健
所

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

２
―
２
９
５
１ 

       

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
の
情
報
公
開
制

度
は
、
島
し
ょ
９
町
村
の
住
民
の
組
合
行
政
へ
の
参

加
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
組
合
の
公
正

な
運
営
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
、
毎

年
１
回
の
情
報
公
開
実
施
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

◎
平
成
28
年
度
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合

情
報
公
開
実
施
状
況 

開
示
請
求
件
数 

 
 
 
 

１
件 

開
示
決
定
件
数 

 
 
 
 

１
件
（
一
部
開
示
決

定
を
含
む
。） 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合 

０
３
―
３
４
３
２
―
４
９
６
１ 

      

【
父
島
】 

《
日
時
》
６
月
８
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
８
日
（
木
）
午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

○
接
種
可
能
予
防
接
種
（
予
約
不
要
） 

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し

ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日

本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、 

・
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
追
加
接
種
の
み
）、
三
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
（
追
加
接
種
の
み
） 

  

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 
２
―
３
９
３
９ 

 

母
島
支
所 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

    

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
し
ま
す
。
６
歳

未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
手

数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。
当
日
受
診
で
き
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６

か
月
、
２
歳
６
か
月
（
歯
科
健
診
の
み
）、
３
歳
の

乳
幼
児 

【
日
時
】
６
月
１
日
（
木
）
午
後
１
時
50
分
～
３
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

大
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

      

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
し
ま
す
。
６
歳

未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
、
計
測
の

み
を
希
望
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話

で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６

か
月
、
２
歳
６
か
月
（
歯
科
健
診
の
み
）、
３
歳
の

乳
幼
児 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
７
月
１
日
（
土
）
午
前
９
時
～
10
時
30
分
、 

午
後
２
時
～
３
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
29
日
（
木
）
午
後
３
時
～
４
時 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー

ム 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 

母
島
支
所 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

 
 
 
 

   

歯
科
衛
生
士
か
ら
歯
の
磨
き
方
や
歯
に
ま
つ
わ
る

お
話
、
フ
ロ
ス
の
使
い
方
、
歯
に
関
す
る
相
談
が
で

き
る
会
を
開
催
し
ま
す
。
も
う
一
度
、
一
緒
に
歯
の

磨
き
方
を
振
り
返
り
ま
せ
ん
か
？  

【
対
象
者
】
０
歳
～
３
歳
頃
ま
で
の
お
子
様
と
保
護

者 

【
持
ち
物
】
母
子
手
帳
、
い
つ
も
使
っ
て
い
る
歯
ブ

ラ
シ
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具 

【
日
時
】 

《
０
歳
～
１
歳
ク
ラ
ス
》
６
月
21
日
（
水
）
午
前
９

時
30
分
～
10
時
30
分 

《
１
歳
～
３
歳
ク
ラ
ス
》
６
月
21
日
（
水
）
午
前
10 

時
45
分
～
11
時
45
分 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
事
前
申
込
】
必
要 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

   

助
産
師
に
卒
乳
や
お
っ
ぱ
い
に
関
す
る
相
談
が
で

き
る
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
っ
ぱ
い
に
つ
い
て
話
し

て
み
ま
せ
ん
か
？  

【
対
象
者
】
１
歳
～
卒
乳
を
迎
え
て
い
な
い
お
子
様

と
保
護
者 

【
持
ち
物
】
母
子
手
帳
、
筆
記
用
具 

【
日
時
】
６
月
９
日
（
金
）
午
後
２
時
～
３
時 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
和
室 

【
事
前
申
込
】
必
要 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

  

  

栄
養
士
と
お
や
つ
を
通
し
て
お
子
様
の
食
事
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
事
前
に
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
離
乳
食
を
完
了
し
た
３
歳
ま
で
の
お
子

様
と
保
護
者 

【
日
時
】
６
月
29
日
（
木
）
午
前
10
時
～
11
時
30 

分 

【
場
所
】
母
島
支
所 

大
広
間 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

【
事
前
申
込
】
必
要 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 
保
健
所
講
演
会
の
お
知
ら
せ 

  

島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合 

情
報
公
開
実
施
状
況
の
公
表 

 

 

定
期
予
防
接
種 

   

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（
父
島
） 

  

 

小
児
科
医
に
よ
る
乳
幼
児
健
診
・ 

歯
科
健
診
（
父
母
） 

    

育
児
学
級
（
歯
科
の
会
）
父
島 

 

 

育
児
学
級
（
卒
乳
の
会
）
父
島 

  

育
児
学
級 

お
や
つ
の
会
（
母
島
） 
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気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
今
月

か
ら
、
室
内
運
動
と
な
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
、
セ

ラ
バ
ン
ド
体
操
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（
医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
６
月
７
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
～
11
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
持
ち
物
】
室
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

保
育
園
年
長
、
小
学
６
年
生
の
方
を
対
象
に
、
定

期
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
個
別

に
通
知
し
ま
す
。 

【
接
種
種
類
】 

《
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
》 

保
育
園
年
長 

《
２
種
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）
混
合
》
小
学
６

年
生 

《
日
本
脳
炎
２
期
》 

小
学
６
年
生 

【
実
施
場
所
】
小
笠
原
村
診
療
所 

【
実
施
日
】
６
月
２
日
（
金
）(

保
育
園
年
長
対
象) 

 

６
月
16
日
（
金
）(

小
学
６
年
生
対
象) 

【
受
付
時
間
】
通
知
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 
 

２
―
３
９
３
９ 

   

      

【
休
診
日
】
６
月
21
日
（
水
）
～
29
日
（
木
） 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

   

◎
産
科
・
婦
人
科 

【
父
島
】 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
時
》
６
月
26
日
（
月
）
午
前
・
午
後 

27
日
（
火
）
午
前
・
午
後 

29
日
（
木
）
午
前
・
午
後 

30
日
（
金
）
午
前
・
午
後 

【
母
島
】 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
日
時
》
６
月
24
日
（
土
）
午
前
・
午
後 

※
産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療
は
予
約
制
に
て
実
施
し

て
い
ま
す
。 

事
前
に
電
話
又
は
来
所
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
予
約
の
受
付
は
、
平
日
（
水
曜
日
を
除
く
）

の
午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

◎
小
児
科 

【
父
島
】 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
時
》
７
月
２
日
（
日
）
午
前 

【
母
島
】 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
日
時
》
６
月
30
日
（
金
）
午
前 

【
受
付
時
間
】 

《
午
前
》
８
時
30
分
～
11
時 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
‐
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
‐
２
１
１
５ 

６
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２
―
２
１
１
１
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
（  

）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

  

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 15,638 等級 大人 小人

48,600 41,580 24,300 (+0) 4,290 2,150

(+0) (+0) (+0) 14,558 (+410) (+210)

35,100 28,080 17,550 (+0) 5,150 2,580

(+0) (+0) (+0) 13,392 (+490) (+250)

26,450 21,160 13,230 (+0) 等級 A(6名用) B(4名用)

(+0) (+0) (+0) 1,567
23,210 18,570 11,610 (+0)

(+0) (+0) (+0) 1,166 8,817
等級 村民 村民小人 身障者 (+0) (+523)

39,830 19,920 24,300 8,266
(+0) (+0) (+0) (+490)

26,330 13,170 17,550 7,715
(+0) (+0) (+0) (+457)

19,840 9,920 13,230 883
(+0) (+0) (+0) (+52)

17,410 8,710 11,610 665
(+0) (+0) (+0) (+39)

村民割引

2等往復

10,000

2等寝台
小口

0.1t以下
特別室

3等品

8,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

小

笠

原

海

運

㈱

 

0

3

(

3

4

5

1

)

5

1

7

1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊

豆

諸

島

開

発

㈱

 

0

3

(

3

4

5

5

)

3

0

9

0

1等 2等

2等品

特2等寝台

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

6月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

 

    

夏
の
学
童
保
育
の
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。 

◎
指
導
員 

【
応
募
資
格
】
保
育
士
等
の
資
格
を
有
す
る
、
ま
た

は
保
育
経
験
が
あ
る
方 

【
給
与
】
時
給
１
２
３
０
円 

◎
補
助
員 

【
応
募
資
格
】保
育
に
熱
意
の
あ
る
方（
高
校
生
可
） 

【
給
与
】
時
給
１
０
２
０
円
、 

◎
障
害
児
担
当
指
導
員 

【
応
募
資
格
】
保
育
士
等
の
資
格
を
有
す
る
方 

【
給
与
】
時
給
１
３
２
０
円 

 

【
契
約
期
間
】
７
月
21
日
か
ら
８
月
31
日 

（
勤
務
日
時
は
希
望
に
応
じ
ま
す
） 

【
募
集
期
間
】
６
月
16
日
（
金
）
ま
で 

【
申
込
方
法
】
履
歴
書
、
資
格
証
明
書
（
写
）
を
郵

送
ま
た
は
持
参
の
こ
と 

【
選
考
方
法
】
面
接 

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

       

１
年
で
最
も
昼
の
長
い
「
夏
至
」
の
日
に
、
み
ん

な
で
電
気
を
消
し
て
、
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
小
笠
原
ら

し
い
島
の
原
始
の
夜
を
す
ご
し
ま
せ
ん
か
？
化
石
燃

料
を
な
る
べ
く
使
わ
ず
、
ろ
う
そ
く
の
灯
り
を
見
つ

め
な
が
ら
、
家
族
・
平
和
・
地
球
の
こ
と
、
島
の
未

来
に
つ
い
て
、
静
か
に
思
う
時
間
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

 
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（
父
島
） 

 

 

予
防
接
種
の
実
施
（
父
島
） 

 

 

小
笠
原
村
診
療
所
（
歯
科
）
の
休
診 

  

専
門
診
療 

 

 

学
童
保
育
と
び
う
お
ク
ラ
ブ 

指
導
員
・
補
助
員
募
集 

  

「
小
笠
原
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ナ
イ
ト
」 

～
電
気
を
消
し
て
、
ス
ロ
ー
な
夜
を
～ 
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【
日
時
】
６
月
21
日
（
水
）
夏
至
の
日
、
午
後
７
時

～
10
時 

【
参
加
方
法
】
な
る
べ
く
電
気
を
使
わ
ず
に
過
し
ま

し
ょ
う
。
ご
家
庭
の
ほ
か
、
事
務
所
、
公
共
設
備

の
消
灯
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

こ
の
呼
び
か
け
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
多
く
の
方

に
ご
賛
同
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 

 

●
問
合
せ
先 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ 

担
当 

那
須 

２
―
３
１
６
８ 

     

高
齢
者
の
事
故
、
振
込
詐
欺
を
テ
ー
マ
に
小
笠
原

警
察
署
に
よ
る
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。
ご
家
族
で

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

【
日
時
】
６
月
27
日
（
火
）
午
後
６
時
30
分
～
８
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
主
催
】
父
島
ク
ラ
ブ 

 

●
問
合
せ
先 

父
島
ク
ラ
ブ 

片
股 

 

０
９
０
―
４
５
３
７
―
８
９
７
５ 

       

都
立
大
神
山
公
園
内
の
大
村
海
岸
は
、
ア
オ
ウ
ミ

ガ
メ
に
と
っ
て
大
切
な
産
卵
場
所
で
す
。 

 

今
年
も
産
卵
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
、
８
～
９
月
頃

ま
で
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
海
岸
に
上
陸
し
て
き
ま
す
。

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
安
心
し
て
産
卵
で
き
る
よ
う
、
図

で
示
し
た
植
栽
地
（
蛇
か
ご
と
砂
浜
ま
で
の
間
）
に

は
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
・
孵
化
が
終
わ
る

頃(

10
月
頃)

ま
で
、
夜
間
、
大
村
中
央
地
区
の
園
内

灯
の
消
灯
と
迷
走
防
止
ゲ
ー
ト
を
閉
鎖
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
お
足
元
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 

２
―
２
１
６
５ 

 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会 

大
神
山
公
園

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

２
―
７
１
７
０ 

   

【
６
月
の
開
館
】お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
～
出
港
日
、

観
光
船
入
港
中 

【
開
館
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

※
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
掲
示
板
の
ポ
ス
タ
ー
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
特
別
展
】 

■
新
館
「
つ
な
が
る
島
々
展
」
～
開
催
中 

西
之
島
の
最
新
情
報
を
含
め
、
小
笠
原
の
島
々
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

      

次
の
①
及
び
②
の
目
的
で
国
有
林
の
森
林
生
態
系

保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
に
は
、
入
林
申
請
と

利
用
講
習
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
許
可
証
及
び
年
間
パ
ス
の
当
日
交
付
が
必
要

な
方
は
、
事
前
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

①
村
民
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
指
定
ル

ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

簡
易
講
習
） 

父
島
及
び
母
島
等
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を

利
用
す
る
た
め
の
村
民
向
け
入
林
申
請
受
付
と
簡
易

講
習
を
実
施
し
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、
入
林
申
請
と
講
習
修
了
に
よ
り
発
行
さ
れ

る
「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。 

②
調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
す
る
方

（
調
査
研
究
簡
易
講
習
） 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、調
査
・
研
究
、

同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に
は
、

利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。
実
施

時
間
は
、
①
の
簡
易
講
習
終
了
後
に
実
施
し
ま
す
の

で
、
①
の
開
催
時
間
か
ら
受
講
く
だ
さ
い
。 

 

◎
父
島
会
場 

【
日
時
】
６
月
21
日
（
水
）
午
後
３
時
30
分
～
４
時

30
分 た

だ
し
、
当
日
受
講
で
き
な
い
方
は
、
別
途
電
話

に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室 

 

◎
母
島
会
場 

【
日
時
】
６
月
22
日
（
木
）
午
後
６
時
～
７
時 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室
及
び
会
議
室 

 

当
日
は
、
住
所
と
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
な
ど
）
お
よ
ぎ
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所 

 
 
 
 

２
―
２
１
０
３ 

    

東
京
都
で
は
、
南
島
に
お
い
て
外
来
ネ
ズ
ミ
類
に

よ
る
海
鳥
へ
の
食
害
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
た
め
、
27

年
度
に
引
続
き
、
殺
鼠
剤
と
ベ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
餌
箱
）
を
使
っ
て
、
駆
除
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
駆
除
の
内
容
と
実
施
後
の
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

【
実
施
期
間
】 

○
手
撒
き 

平
成
29
年
１
月
11
日
〜
28
日 

○
ベ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

平
成
29
年
２
月
１
日

設
置
開
始
〜
現
在
も
設
置
継
続
中
で
す
。 

【
使
用
し
た
殺
鼠
剤
】 

○
ヤ
ソ
ヂ
オ
ン
（
ダ
イ
フ
ァ
シ
ノ
ン
製
剤
） 

手
撒
き
と
ベ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
充
填
分
を
合

わ
せ
て
約
７
８
０
kg
を
散
布
し
ま
し
た
。 

 

講
習
会
の
お
知
ら
せ 

 

 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
場
所
を 

守
る
た
め
に 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域

入
林
簡
易
講
習
会
（
父
島
・
母
島
） 

 

 

南
島
に
お
け
る
外
来
ネ
ズ
ミ
類
の 

駆
除
の
実
施
結
果 
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【
設
置
し
た
ベ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
数
】 

○
南
島
全
域
28

ha
に
２
２
４
個
（
１
ha
あ
た
り
８

個
換
算
） 

【
駆
除
実
施
前
か
ら
実
施
後
ま
で
の
ネ
ズ
ミ
類
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
結
果
】 

 

南
島
全
域
に
15
台
の
セ
ン
サ
ー
式
カ
メ
ラ
を
設

置
し
ネ
ズ
ミ
類
の
撮
影
枚
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
ま
し
た
。

駆
除
を
開
始
し
た
１
月
の
撮
影
枚
数
が
減
少
し
、
２

月
に
全
地
点
で
０
枚
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
結
果
を
受
け
、
29
年
度
中
は
ベ
イ
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
を
続
け
る
と
と
も
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。 

                    

【
殺
鼠
剤
の
残
留
成
分
分
析
結
果
】 

 

手
撒
き
完
了
約
１
週
間
後
と
約
１
ヵ
月
後
に
土
壌

５
地
点
、
水
分
（
陰
陽
池
・
扇
池
）
４
地
点
か
ら
採

取
し
た
検
体
を
分
析
し
ま
し
た
。
各
回
と
も
全
て
の

地
点
に
つ
い
て
殺
鼠
剤
の
成
分
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

支
庁
土
木
課 

２
―
２
１
６
７ 

       

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
も
う
す
ぐ
６
年
で

す
。
世
界
自
然
遺
産
を
村
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
守

り
活
か
し
て
い
く
た
め
、
平
成
24
年
度
か
ら
継
続
し

て
意
見
交
換
の
場
を
設
け
て
き
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
改
め
て
現
状
を
知
っ
て
、
一
緒
に
考

え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
座
談
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
６
月
16
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
～
８
時

30
分
こ
ろ 

《
場
所
》
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
15
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
～
８
時

30
分
こ
ろ 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
体
育
室 

【
内
容
】（
予
定
） 

 

○
最
新
の
ト
ピ
ッ
ク
の
報
告 

 

○
こ
れ
ま
で
の
振
り
返
り
と
意
見
交
換 

 
 ●

問
合
せ
先 

環
境
課
環
境
係 

２
―
３
１
１
１ 

     

◎
母
島
動
物
巡
回
診
療 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
動
物
対
処
室（
父
島
）

の
獣
医
師
に
よ
る
母
島
動
物
巡
回
診
療
を
行
い
ま
す
。 

ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁

殖
を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ

と
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
が
自
然

界
に
逃
げ
出
さ
な
い
よ
う
適
切
に
管
理
し
て
、
さ
い

ご
ま
で
大
切
に
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。 

【
予
約
申
込
】
６
月
19
日
（
月
）
ま
で 

【
診
療
日
程
】
６
月
21
日
（
水
） 

【
場
所
】
あ
さ
ぬ
ま
動
物
診
療
所
（
旧
診
療
所
前
道

路
向
か
い
の
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
） 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
は
事
前
予
約
制
・
有
料
で
す
。 

○
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

○
予
約
申
込
み
先 

動
物
対
処
室 

０
７
０-

１
０
５
４-

３
４
６
７ 

○
母
島
で
診
療
で
き
る
項
目
・
検
査
等
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
な
診
療
内
容
等
は
予
約
時
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

 

■
動
物
対
処
室
の
休
診 

【
休
診
日
】
６
月
21
日
（
水
）
～
７
月
７
日
（
金
） 

※
診
療
は
７
月
10
日
（
月
）
か
ら
再
開
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

（
環
境
課
環
境
係
） 

２
―
３
１
１
１ 

       

２
０
１
６
～
２
０
１
７
ザ
ト
ウ
シ
ー

ズ
ン
を
振
り
返
っ
て 

 
５
月
も
後
半
に
入
り
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ク
ジ
ラ
た
ち
は

も
う
北
の
海
へ
旅
立
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？ さ

て
、
今
月
は
今
シ
ー
ズ
ン
の
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
定
点
観
測
の
結
果

を
振
り
返
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

              

12
月
の
発
見
頭
数
は
例
年
並
み
で
し
た
が
、
１
月

後
半
か
ら
４
月
前
半
に
か
け
て
は
、
例
年
よ
り
も
発

見
頭
数
が
多
い
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。た
だ
、

４
月
後
半
以
降
は
視
界
不
良
の
た
め
に
数
回
し
か
観

測
が
で
き
て
お
ら
ず
、
グ
ラ
フ
で
は
４
月
後
半
も
例

年
以
上
に
ク
ジ
ラ
が
い
た
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
一

概
に
そ
う
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
、
一
昨
年
度
よ
り
「
船
舶
発

生
音
に
対
す
る
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
反
応
行
動
調
査
」

と
し
て
他
機
関
と
の
共
同
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
シ

ー
ズ
ン
中
、
父
島
の
西
側
海
域
に
水
中
マ
イ
ク
を
設

置
し
て
ク
ジ
ラ
の
声
を
日
夜
録
音
し
て
い
ま
す
。
今

シ
ー
ズ
ン
は
５
月
10
日
ま
で
録
音
を
行
い
、
５
月
９

日
ま
で
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
声
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
通
常
、
繁
殖
期
に
鳴
い
て
い
る
ク
ジ
ラ

は
シ
ン
ガ
ー
と
呼
ば
れ
る
オ
ス
の
ク
ジ
ラ
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
５
月
20
日
に
は
子
供
の
ク
ジ
ラ
の

目
撃
情
報
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
（
５
月
24
現
在
）、

シ
ン
ガ
ー
よ
り
も
母
子
の
方
が
最
後
ま
で
暖
か
い
海

に
残
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
シ
ー
ズ
ン
も
終
わ
り
と
な
り
ま

す
が
、
こ
の
時
期
の
発
見
情
報
は
ク
ジ
ラ
の
生
態
を

知
る
上
で
非
常
に
貴
重
な
情
報
と
な
り
ま
す
の
で
、

も
し
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
発
見
し
た
場
合
は
、
Ｏ
Ｗ
Ａ

 

世
界
自
然
遺
産
ま
る
わ
か
り 

座
談
会 

  

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の 

お
知
ら
せ 
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ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 

● 

問
合
せ
先 

 

 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
協
会 

２
ー
３
２
１
５ 

    

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

 

第
二
十
六
貝
「
エ
ピ
エ
ピ
ソ
ー
ド
」 

 

37
年
ぶ
り
の
島
の
水
不
足
！
島
の
み
な
さ
ん
の

ご
苦
労
、
ご
努
力
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拝
見
し
て
い
る
。
そ

の
中
に
島
の
マ
イ
マ
イ
の
今
の
キ
モ
チ
も
代
弁
さ
れ

て
い
た
。 

               

カ
タ
マ
イ
マ
イ
た
ち
は
、殻
の
口
に
粘
液
の
薄
い

膜
「
エ
ピ
フ
ラ
ム
」
の
即
席
フ
タ
を
作
り
乾
燥
を
耐

え
し
の
い
で
い
る
。
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ヤ
マ
キ
サ
ゴ
の
仲

間
は
サ
ザ
エ
の
よ
う
な
本
物
の
フ
タ
を
使
う
。
し
か

し
、
１
年
中
雲
が
か
か
る
よ
う
な
、
し
と
し
と
し
た

森
に
暮
ら
す
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
カ
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
は
殻

が
小
さ
く
な
る
進
化
を
し
て
い
て
、
膜
を
張
る
ど
こ

ろ
か
殻
の
中
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
。

小
笠
原
ら
し
い
気
候
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
マ
イ
マ

イ
の
た
め
に
も
、梅
雨
で
も
、台
風
で
も
良
い
か
ら
、

小
笠
原
が
し
っ
と
り
を
取
り
戻
す
こ
と
を
願
う
ば
か

り
だ
。 

 

さ
て
、
冒
頭
の
よ
う
に
、
島
の
皆
さ
ん
の
リ
ア
ル

タ
イ
ム
の
情
報
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
、
島
を
離
れ

て
も
気
持
ち
は
近
く
感
じ
ら
れ
る
。
島
の
マ
イ
マ
イ

も
島
の
皆
さ
ん
の
身
近
に
、
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
想
い
か
ら
、
マ
イ
マ
イ
の
今
を
お
届
け
し
て
い

る
。
一
方
、
新
た
な
形
で
マ
イ
マ
イ
を
リ
ア
ル
に
感

じ
ら
れ
る
場
が
で
き
た
。 

５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ

ー
で
は
、
父
島
や
兄
島
の
森
で
絶
滅
し
て
し
ま
い
そ

う
で
救
わ
れ
て
き
た
マ
イ
マ
イ
が
育
つ
様
子
が
眺
め

ら
れ
る
。
島
の
飼
育
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
で
約
４
千
頭

に
ま
で
増
え
た
リ
ア
ル
な
マ
イ
マ
イ
と
親
し
み
に
、

訪
れ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
。 

 
【
文
】
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員 

森

英
章 
【
イ
ラ
ス
ト
】
髙
橋
ひ
か
る 

    

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
193 

 

―
ウ
ミ
ガ
メ
の
迷
走
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
― 

 

今
年
も
４
月
下
旬
頃
か
ら
父
島
列
島
の
各
海
岸
で

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
が
確
認
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

今
年
の
夏
も
多
く
の
母
ガ
メ
が
産
卵
す
る
た
め
に
上

陸
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
小
笠
原
の
ア
オ
ウ

ミ
ガ
メ
は
砂
浜
が
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
産
卵
し
ま
す
が
、

特
に
父
島
列
島
の
初
寝
・
北
初
寝
海
岸
、
母
島
列
島

の
平
島
と
大
崩
海
岸
が
産
卵
の
多
い
海
岸
と
し
て
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
父
島
で
街
に
一
番
近
い
大
村
海

岸
も
産
卵
が
多
い
海
岸
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
シ

ー
ズ
ン
中
の
夜
間
に
砂
浜
を
歩
け
ば
高
い
確
率
で
母

ガ
メ
と
遭
遇
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。 

毎
年
、
特
に
大
村
海
岸
の
よ
う
に
人
の
居
住
区
と

近
い
海
岸
周
辺
で
は
、
産
卵
上
陸
し
た
母
ガ
メ
の
迷

走
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
迷
走
と
は
、
母
ガ
メ
が

産
卵
場
所
を
探
し
歩
い
て
い
る
内
に
道
路
な
ど
に
出

て
し
ま
い
、
海
へ
帰
る
方
向
を
見
失
っ
て
い
る
状
態

の
こ
と
を
言
い
、
最
悪
の
場
合
、
交
通
事
故
に
も
繋

が
り
ま
す
。
ま
た
、
海
岸
だ
け
で
な
く
奥
村
運
動
場

横
の
船
着
き
場
の
ス
ロ
ー
プ
か
ら
も
ウ
ミ
ガ
メ
が
間

違
っ
て
上
陸
し
、
道
路
を
迷
走
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

毎
年
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
、
夜
間
に
海

岸
近
く
の
道
路
や
奥
村
運
動
場
付
近
の
道
路
を
通
る

際
は
、
迷
走
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
が
歩
い
て
い
る
場
合
が

あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

他
に
も
人
工
物
や
木
の
根
に
挟
ま
っ
て
動
け
な
く

な
る
ウ
ミ
ガ
メ
も
い
ま
す
。
も
し
そ
の
よ
う
な
ウ
ミ

ガ
メ
を
発
見
し
た
ら
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

《
夜
間
対
応
携
帯
電
話
》 

０
９
０
―
１
４
６
１
―
３
１
７
１ 

 

―
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
― 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
週
１
回
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 

２
―
２
８
３
０ 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー 

Ｈ
Ｐ 

http://bonin-ocean.net   

 

 

みなさまの節水へのご協力、ありがとうございました。 
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父島や母島では、平成 22 年頃からネズミの数が増加したと言われており、村民のみなさんからも多くの声をいただいていま

す。兄島では、固有カタツムリを守るためにネズミ対策が進められていますが、有人島である父島と母島でも、生活環境や農作

物、山域の生態系を守るためにも、対策を考える必要があります。 

 ネズミ対策は、関係行政機関や住民が連携した取り組みも考えていく必要があります。今回は、対策の基本的な考え方や、行

政の取組について改めてお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[自主防衛について]  

 通常防除の対象となる家ネズミ３種のうち、父島にはクマネズミとハツ

カネズミが、母島にはそれに加えてドブネズミが生息しています。ネズミ

の種類によっても少しずつ特性は異なるのですが、対策の原則は共通です。 

＜大原則：環境的防除＞ 

 ネズミが生息しづらい環境を整え維持する方法です。 

◇エサになるものの撤去 

 ◇巣に使われそうな材料の整頓 

 ◇侵入口になるすきまをふさぐ 

 これに加えて、夜間にゴミ出しをしない、家周りの草刈りを欠かさない

ことも、防除の一環になります。 

＜化学的防除・物理的防除＞ 

 殺鼠剤による駆除、カゴわなや粘着トラップによる捕獲などのことです。

人やペット、野鳥など環境への影響がある場合があるので、実施場所や実

施方法は十分吟味する必要があります。 

 父 島 ・ 母 島 の ネ ズ ミ 対 策 に つ い て   

[農地における殺鼠剤の使用] 

 農業者等は殺鼠剤を東京島しょ農業組合から

購入することができます。購入方法や購入要件な

どの詳細は、島しょ農協父島支店及び母島店にお

問い合わせください。 

＊農業者の方々へのお知らせ 

 兄島でのネズミ対策の一環で殺鼠剤の環境影

響を調査した結果、アカガシラカラスバトやオカ

ヤドカリは穀物を主体とした殺鼠剤を好んで食

べることが分かりました。特にハトは毒の影響を

強く受けてしまう可能性が高いとされています。 

 農地に飛来したハト等による殺鼠剤の誤食を

防ぐ方法等については、環境省小笠原自然保護官

事務所までお問い合わせください。 

[行政連絡会で検討していること] 

島内の行政機関では、平成 27年度に「有人島におけるネズミ対策にかかる行政連絡会」を立ち上げ、対策を議論しています。 

これまでに小笠原諸島の無人島で行われてきた手法で有人島からネズミを根絶することは、環境影響や技術的な問題等から、

現時点では困難です。当面は、以下のような取組を組み合わせながら、被害の抑制を図ることにしています。 

①ネズミに関する生態的情報の収集 

 ◇山域におけるネズミ類の増減のモニタリング 

 ◇集落地・農地周辺でのネズミ類の増減のモニタリング 

②自主防衛への支援 

 ◇ネズミ対策技術に関する助言・指導 

 ◇ネズミ対策技術に関する広報、相談窓口の設置 

③集落地・農地周辺のネズミの生息の抑制、低密度化 

 ◇河川、道路、集落内園地等の維持管理（草刈り等） 

 ◇住居周辺における対策（ごみステーションの衛生指導） 

 ◇農地内の殺鼠剤購入補助 

④生態系保全のためのネズミ対策 

 ◇固有カタツムリ、希少植物の食害対策（鳥山、東平等） 

 ◇属島への侵入防止対策 

 

 

 

 

[ネズミに関する相談の窓口について] 

＜生活環境での被害相談＞ 

◇島しょ保健所小笠原出張所      ２－２９５１ 

 ◇村役場建設水道課          ２－３１１５ 

 ◇村役場母島支所           ３－２１１１ 

＜農作物食害対策の相談窓口＞ 

 ◇東京都小笠原支庁産業課       ２－２１２５ 

◇村役場産業観光課          ２－３１１４ 

＜山域での被害相談窓口＞ 

 ◇環境省小笠原自然保護官事務所    ２－７１７４ 

 ◇林野庁小笠原森林生態系保全センター ２－３４０３ 

 ◇東京都小笠原支庁土木課       ２－２１６７ 

 ◇村役場環境課            ２－３１１１ 

[ネズミは何故増えたか]  

 小笠原では、世界自然遺産の保全管理の一環として、アカガシラカラスバトなどの希少な動物を守るため、山域のノネコの捕

獲やネコの適正飼養の取組を進めてきました。取組を通じて、ハトが身近に見られるようになったのは大きな成果です。 

 一方で、平成 22年頃から、ネズミによる農作物被害や集落内での出現回数が増加し、現在も高密度な状態と考えられています。

気象条件などの影響も考えられる一方で、ネコ対策が進んだこととの因果関係も否定できないとされています。 

ネズミは、食品や農作物を食い荒らすだけでなく、家屋や家具、配線をかじるなどの被害を発生させ、病原菌などを媒介する

可能性もあるので、各人で財産を守るための自主防衛と、これ以上数を増やさないための取組が重要です。 

【今年度の主な取組】 

◆自己所有地等におけるネズミの駆除を考えている方に、カゴわなを貸し出しています。村役場環境課までご連絡ください。 

◆昨年度に引き続き、官公有地等での一斉防除を実施予定です。 

 



  NO．674   平成 29（2017）年 6月 1日（木）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-13- 

 
 

                                

                                 

                                 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

― 村民課福祉係 ― 

―  第 208 号  ― 

 

クジラちゃんの

伝言板 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：運動するときれいになるってほんとうなんだ！！ 

でも、運動はそんなに好きじゃなくて続けられるか心配だなぁ。 

保健師：それなら、是非毎月開催しているヘルスアップ教室に参加してみませんか？ 

    健康運動指導士の方が運動方法を分かりやすく丁寧に説明してくれますし、何より仲間

と一緒に運動できるのは楽しいですよ。  

クジラ：そうなんだ！一人よりみんなと一緒に運動したほうが頑張れそうだし、まずは教室に参

加してみようかな。月一回のペースなら私でも出来そうな気がする♪ 

保健師：無理のない楽しい運動を継続して、心も体もきれいになりましょう。 

お肌の美容というとスキンケアにばかり目が行きがちですが、実は運動も美肌づくりに大きく影響しています。 

では、「どのような運動をしたら効果があるのでしょうか？」  

心と身体をきれいにしたい方へ。運動が与える美容効果と、おススメ運動法をご紹介します。 

 

 

ヘルスアップ教室（父島） 
 

父島では 20 歳以上の方を対象に毎月ヘルスアップ

(運動)教室を開催しています。室内運動やウォーキ

ング等を実施しています。みんなで楽しく一緒に体

を動かしてみませんか？ 

6 月 7 日（水）9 時半～11 時 

7 月 5 日（水）9 時半～11 時 

いずれも福祉センター集合です。 

詳細は毎月の村民だよりをご覧ください。 
※60 歳以上の村民の方を対象に体操教室も実施し

ています(父島・母島)。参加希望の方は明老会までお

申込みください。 

 

 

定期的な運動をしている人は 

こんな嬉しいことが!!! 

・肌にプルンとした「ハリや弾力」が感じられる

ようになる 

・シワやシミが目立たなくなったりする 

など、美容上でも効果を感じられるようになるのです。 

その他、リフレッシュでき、ストレスを解消できる

など精神面にも良い影響を与えます。 

 

 

 

ヘルスアップ教室のようす 

 

 

 

 

是非、一度ヘルスアップ教室に参

加してみませんか？あなたにとっ

て気持ちよくできる手軽な運動を

一緒に探してみましょう♪ 

 

 

 

でも、どうして 

運動をすると 

きれいになるの？ 

運動によって と、栄養素や酸

素が十分にお肌に届けられ、お肌が生き生き

と潤います。 

さらに血行が良くなると、お肌の新陳代謝が

活発になり、老廃物がはがれ落ち、新しいお

肌へと生まれ変わりやすくなるのです。また、

肩こりや冷え性の改善にもつながります。 

どんな運動をしたら良いの？ 

良好な血行を保つためには、 

１５～２０分以上の

運動を行いましょう♪  例えば… 

例えば… 

  

心拍数のあがりすぎない無理のない運動 

 

 

ヨガ 

ウォーキング 

ストレッチ 

  

 

☆健康運動指導士より一言☆ 

身体を美しく保つ体幹のバラ

ンスを整える運動を皆さんと

一緒に楽しく実施していま

す。ご家庭でもできる内容で

す。ぜひご参加ください。男性

の参加もお待ちしています。 

  

 

 ノルディックウォーキングしていま～す 



乳幼児健診・歯科健診（父島） こども予防接種（父島）

シロアリ相談点検事前申込期間（～6/12まで） とびうおクラブスタッフ募集〆切

世界自然遺産座談会（父島）

小学校教科書図書見本展示開始（７/５まで） 　　　　　入港日

こども予防接種（父島）

村ノヤギ駆除

　　　　　入港日

ビーデ祭

母島動物巡回診療申込〆切

東京三弁護士会による法律相談

小笠原高校図書館開放

　　　　　出港日

　　　　　出港日 近地地震津波の避難参加者募集〆切（父島）

原付免許学科試験（試験会場父島）

国有林保護地域入林講習（父島）

育児学級歯科の会（父島）

小笠原診療所歯科休診（～6/29）

母島動物巡回診療

動物対処室休診（父島～7/7）

ネイティブ・ナイト

村議会定例会本会議１日目 国有林保護地域入林講習（母島）

ヘルスアップ教室（父島） 村ノヤギ駆除

村ノヤギ駆除

村議会定例会本会議２日目 　　　　　入港日　（八丈島寄港便）

地域保健委員会講演会（父島） 電話による無料法律相談

行政相談

定期予防接種

育児学級卒乳の会（父島） 父島返還祭・母島

産科・婦人科専門診療（母島）

　　　　　入港日

小笠原高校図書館開放

パッションフルーツ即売会（父島） （八丈島寄港便）出港日

シロアリ対策事業（母島～6/13まで） 小笠原村日本復帰記念の日

小笠原高校図書館開放 産科・婦人科専門診療（父島～6/30※28除く）

母島巡回労働相談 父島クラブ講習会

村ノヤギ駆除

　　　　　出港日

村民相談 　　　　　入港日

小児科医による乳幼児健診・歯科健診（母島）

育児学級おやつの会（母島）

世界自然遺産座談会（母島） 保健所講演会申込〆切

シロアリ対策事業（父島～6/19まで） 小児科専門診療（母島）木 30 金
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